
令和４年度 穂商マーケット コロナ感染症対策マニュアル 

穂商マーケット係 

＜１＞感染防止対策基本的な方針 

お客様と生徒・職員の健康と安全を最優先し、以下のことを感染防止基本原則とする。 

◎ 密集・密接・密閉を避ける 

密集・・・人がたくさん集まったり、少人数でも近い距離で集まらない。 

２メートル以上、 最低でも１メートル以上の距離を保つ。 

密接・・・会話などをする際に、十分な距離を保ちマスクを着用する。 

密閉・・・窓がある部屋は、風の流れができるように窓やドアを１時間に２回以上数分開ける。窓が

ない部屋は消毒を行う。 

 

穂商マーケット運営において、新型コロナウイルスの主な感染経路である接触感染、飛沫感染のそれ

ぞれについて、生徒・職員やお客様等の動線や接触等を考慮した各施設の種類や特性を考慮したリスク

評価を行い、そのリスクに応じた対策を検討する。 

 また、穂商マーケット開催に伴って、学校が所在する地域の生活圏において、地域での感染拡大が報

告された場合の施設管理・運営への影響について検討する。感染拡大リスクが残る場合には、対応を強

化することが必要となる可能性がある。 

 

① 飛沫感染のリスク 

施設における換気の状況を把握し、人と人との距離がどの程度維持できるか、施設内で大声などを出

す場所がどこにあるかなどを検討する。 

 

② 接触感染のリスク 

他者と共有する物品やドアノブなど手が触れる場所と頻度を特定する。高頻度接触部位を特定するこ

と により、清掃・消毒の徹底をはかる。 

 

③ 客施設としてのリスク 

 穂商マーケットの開催にあたっては、施設内での入退場が長時間滞留せず人と人との距離が一定程度

確保できるかどうか等について、これまでの穂商マーケットの来場実績等に、鑑み、評価する。その上

で、入場制限の判 断基準となる施設全体及び諸室への収容可能な人数を検討する。 

 

＜２＞生徒・職員の感染対策 

生徒・職員の感染予防に対しては、一人ひとりが基本的な感染防止対策である 

① 身体的距離の確保 

② マスクの着用 

③ 手洗い・手指の消毒 

に取り組むことが必要である。 

◎ 控室での対策 

 控室においても、「３つの密」を避けるために対策を適切に行う。 



【具体的な対策】 

 ・各自の休憩時間を明確にし、控室に多くの生徒が留まることのないようにする。 

 ・会話をするときは距離を取り、大声で騒ぐことのないようにする。 

 ・飲食をするときは距離を取り、黙食を行い、対面やグループでの飲食を行わないようにする。 

 ・屋台等で買った商品は、必ず控室で食べるようにする。 

 ・ゴミはビニール袋等に入れ、所定のゴミ箱に捨てること。 

 

◎ 感染予防・健康管理について 

 ① 毎日の健康チェック・咳エチケットを徹底する。 

 ② 登校前および前夜の体温測定、自覚症状の確認を行い記録する。 

 ③ 発熱その他の感冒様症状を呈している場合には、学校に連絡し自宅待機する。 

 ④ 登校時、トイレ使用後、昼食時、移動教室の際等、手洗い、手指の消毒を徹底する。 

 ⑤ 生徒・職員一人ひとりが、十分な栄養摂取と睡眠の確保を心がけるなど健康管理を行う。 

 

＜３＞お客様の感染症対策（次のことを呼びかける） 

① 検温へのご協力 

 ・入校時に検温を実施し、37.5℃以上の発熱や風邪症状等の不調がある場合は入校をご遠慮いただ

きます。 

② マスク着用のご協力 

 ・常時マスクの着用が必要となります。 ・使用済みのマスクは、お持ち帰りください。 

 ・咳、くしゃみなどをする際は、咳エチケットにご協力ください。 

③ ソーシャルディスタンス確保のご協力 

 ・各店舗の待機列、休憩所のテーブル、ベンチ等は、必要な距離を保つために目印を設置しています 

ので、お客様同士のソーシャルディスタンスの確保にご協力をお願いします。 

④ 手洗い、消毒のご協力 

 ・消毒液を入口のほか、各店舗、休息所等に設置しておりますので、手指消毒およびこまめな手洗い

をお願いします。 

◎ 体調不良のお客様が出た場合 

 ・まず保健室にて対応し、待機が必要な場合は、休養室で迎えが来るまで待機してもらう。 

 

＜４＞穂商マーケットの衛生管理 

① 校内は、基本的には窓、ドア等を常時開放し、徹底した換気を行う。 

② 校内清掃を徹底し、ドアの取手、商品棚、会計台、テーブル、イス等、多数の人が触れる箇所は定

期的に消毒を行う。  

③ トイレは定期的に清掃し、ドアやレバー等の不特定多数が触れる箇所は定期的に消毒を行う。 

④ トイレの蓋がある場合には、使用後に蓋を閉めて流すよう表示し、お客様の協力を促す。 

⑤ ゴミ箱にゴミを捨てる場合に、小さい袋に入れてから捨てていただく。そのための袋を設置する。 

⑥ ゴミの廃棄については、鼻水・唾液などが付いたゴミが入っていることを想定しビニール袋等に

入れて 密閉して縛るほか、ゴミを回収する人は、マスクや手袋を着用し、マスクや手袋を脱いだ

後は、必ず石鹸と流水で手を洗う。 


